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イ
ス
ラ
ー
ム
の
婚
姻
論
比
較
研
究

　
ガ
ザ
ー
リ
ー
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
、
カ
ラ
ダ
ー
ウ
ィ
ー

青
柳
か
お
る

は
じ
め
に

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史
上
最
大
の
思
想
家

の
一
人
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
（A

bū Ḥ
ā m

id al-G
hazā lī  

一
一
一
一
年
没
　︵
１
︶　）

を
中
心
と
し
て
、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
時
代
か
ら
一
二
世
紀

初
頭
ま
で
の
古
典
時
代︵２
︶の
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史
に
お
け
る
神
学
、

哲
学
、
神
秘
主
義
（
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
）
の
融
合
に
つ
い
て
研
究
し
て

き
た
。
博
士
論
文
で
は
、
と
く
に
ガ
ザ
ー
リ
ー
と
ラ
ー
ズ
ィ
ー

（Fakhr al-D
īn al-R

āzī  

一
二
〇
九
年
没
）の
存
在
論
に
お
け
る
思
想
潮

流
の
融
合
に
関
す
る
比
較
を
行
っ
た
（
青
柳2005a

）。
さ
ら
に
、

古
典
時
代
と
現
代
が
結
び
つ
く
研
究
を
目
指
し
、
生
命
倫
理
お

よ
び
女
性
問
題
を
テ
ー
マ
に
設
定
し
た
。
そ
し
て
現
代
に
お
い

て
参
照
さ
れ
て
い
る
古
典
時
代
の
文
献
に
つ
い
て
、
生
命
倫
理

研
究
に
お
け
る
古
典
文
献
の
引
用
回
数
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

ガ
ザ
ー
リ
ー
の
代
表
作
で
四
〇
書
か
ら
成
る
﹃
宗
教
諸
学
の
再
興

（Iḥyā’ ‘U
lūm

 al-D
īn

）﹄
の
第
一
二
番
目
の
書｢

婚
姻
作
法
の
書

（K
itāb Ādāb al-N

ikāḥ ︵
３
︶）｣

が
、
現
代
の
研
究
者
に
よ
っ
て
最
も
多

く
参
照
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
書
の
翻

訳
と
分
析
を
行
い
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
か
ら
み
た
ガ
ザ
ー
リ
ー
の

婚
姻
論
を
検
討
し
た（
青
柳2003 ; 2005 b; A

oyagi 2005

）。
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続
い
て
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
存
在
論
研
究
と
婚
姻
論
研
究
を
統

合
し
た
上
で
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
以
降
の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
を
代
表
す

る
思
想
家
で
あ
る
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
（Ibn al-‘A

rabī 

一
二
四
〇

年
没
）
と
比
較
し
た
（
青
柳2005 c; 2007 a; A

oyagi 2006

）。
最
近
は
、

現
代
の
法
学
者
（
ウ
ラ
マ
ー ‘ulam

ā’

）、
カ
ラ
ダ
ー
ウ
ィ
ー
（Y

ūsuf 

al-Q
araḍāw

ī  

一
九
二
六
年
～
）
と
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
婚
姻
論
を
比
較
し

た
り（
青
柳2008

）、
生
命
倫
理
の
主
要
テ
ー
マ
、
た
と
え
ば
避
妊
、

中
絶
、
体
外
受
精
、
代
理
母
、
安
楽
死
、
脳
死
、
臓
器
移
植
、

最
先
端
の
再
生
医
療
な
ど
に
つ
い
て
現
代
の
ム
ス
リ
ム
法
学
者

の
見
解
を
分
析
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る︵４
︶。

　

本
稿
で
は
以
上
の
研
究
を
踏
ま
え
、
ま
ず
古
典
ス
ー
フ
ィ
ズ

ム
文
献
に
み
ら
れ
る
婚
姻
論
と
そ
の
背
景
に
あ
る
存
在
論
と
の

結
び
つ
き
に
つ
い
て
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
と
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
を

比
較
し
、
両
者
は
異
な
る
系
列
の
存
在
論
を
説
い
て
い
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
婚
姻
論
も
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

次
に
、
現
代
の
カ
ラ
ダ
ー
ウ
ィ
ー
の
婚
姻
論
と
ガ
ザ
ー
リ
ー
の

も
の
を
比
較
し
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
カ
ラ
ダ
ー
ウ
ィ
ー
に
対
す
る

影
響
、
お
よ
び
ガ
ザ
ー
リ
ー
と
カ
ラ
ダ
ー
ウ
ィ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の

独
自
性
を
検
討
し
た
い
。
古
典
時
代
と
現
代
の
イ
ス
ラ
ー
ム
思

想
史
研
究
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
領
域
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
婚
姻
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
、
女
性
問
題
に
関
す
る
研

究
に
お
い
て
も
、
両
者
の
影
響
関
係
を
分
析
し
た
研
究
は
あ
ま

り
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
本
稿
は
イ
ス
ラ
ー
ム
比

較
思
想
の
新
た
な
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

わ
れ
る
。

第
一
章
　
ガ
ザ
ー
リ
ー

ガ
ザ
ー
リ
ー
の
存
在
論

　

ガ
ザ
ー
リ
ー
研
究
に
お
い
て
重
要
な
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
は
、

コ
ー
ラ
ン
（
ク
ル
ア
ー
ン
）
の
記
述
に
基
づ
く
神
学
的
存
在
論
に
お

け
る
外
来
の
学
問
で
あ
る
哲
学
の
影
響
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム

哲
学
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
流
出
論
を
取
り

入
れ
た
も
の
で
あ
り
、
コ
ー
ラ
ン
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
イ
ス
ラ

ー
ム
の
伝
統
的
世
界
観
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
コ
ー
ラ
ン

の
記
述
を
擁
護
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
世

界
は
神
に
よ
っ
て
無
か
ら
創
造
さ
れ
た
。
そ
し
て
神
の
被
造
物

で
あ
る
世
界
は
原
子
（
幾
何
学
的
な
点
）
か
ら
成
っ
て
お
り
、
瞬
間

ご
と
に
神
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
因
果
律
は
否
定
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さ
れ
、
原
因
と
結
果
に
見
え
る
も
の
は
神
の
慣
行
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
ま
た
不
可
視
界
、
人
間
霊
魂
と
い
っ
た
霊
的
存
在
者

は
原
子
と
さ
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
哲
学
の
立
場
で
は
、
世
界
は
神
か
ら
必
然
的
に

流
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
世
界
は
神
と
共
に
永
遠
で
あ
る
。
世

界
で
生
じ
る
現
象
は
原
因
と
結
果
の
関
係
で
あ
り
、
因
果
律
に

よ
っ
て
結
び
つ
い
て
い
る
。
ま
た
霊
的
存
在
者
は
非
物
質
的
実

体
と
さ
れ
、
原
子
と
は
異
な
る
純
粋
実
体
の
存
在
が
認
め
ら
れ

て
い
る
。
後
に
、
こ
の
哲
学
的
流
出
論
的
世
界
観
は
、
世
界
は

神
の
自
己
顕
現
と
す
る
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
系
列
の
哲
学
的

ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
に
も
入
っ
て
い
く
。

　

以
上
の
よ
う
に
神
学
と
哲
学
は
異
な
る
世
界
観
を
持
つ
が
、

ガ
ザ
ー
リ
ー
は
神
学
者
で
あ
る
と
同
時
に
哲
学
を
学
び
、
批
判

的
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
ガ
ザ
ー
リ
ー
は
、
神
学
書
で
は
原
子

論
の
世
界
観
を
支
持
し
て
お
り
、
神
は
非
物
質
的
存
在
で
あ
る

が
世
界
は
原
子
か
ら
成
っ
て
い
る
と
し
、
両
者
の
隔
絶
性
を
説

い
て
い
る
。
し
か
し
ガ
ザ
ー
リ
ー
は
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
著
作

で
は
原
子
論
と
は
違
う
系
列
の
存
在
論
を
説
い
て
お
り
、
哲
学

に
接
近
し
た
霊
的
世
界
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る︵５
︶。

　

ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
著
作
に
お
い
て
ガ
ザ
ー
リ
ー
は
、
世
界
を

ム
ル
ク
界
（‘ālam

 al-m
ulk 

王
権
の
世
界
、
現
象
界
）
と
、
マ
ラ
ク
ー

ト
界（‘ālam

 al-m
alakūt 

主
権
の
世
界
、
不
可
視
界
）の
二
つ
に
分
け
、

二
つ
の
世
界
の
対
応
関
係
と
神
秘
主
義
的
な
人
間
霊
魂
の
上
昇

を
論
じ
て
い
る
。
マ
ラ
ク
ー
ト
界
は
天
使
と
霊
的
存
在
者
の
世

界
で
あ
り
、
ム
ル
ク
界
は
現
象
界
、
物
質
的
世
界
で
あ
る
。
二

つ
の
世
界
の
関
係
は
正
反
対
で
あ
り
、
次
元
を
異
に
す
る
。
し

か
し
両
者
の
間
に
は
つ
な
が
り
、
相
関
関
係
が
あ
り
、
そ
の
関

係
に
よ
っ
て
、
人
間
は
神
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
（M

ishkāt, 

65 –67

）。
人
間
霊
魂
の
上
昇
の
究
極
地
点
は
、
フ
ァ
ナ
ー
（fanā ’  

自
己
消
滅

─
人
間
霊
魂
と
神
と
の
合
一
）
で
あ
り
（M

ishkāt, 60 –

61

）、
天
国
の
恩
恵（
来
世
で
の
見
神
）は
神
へ
の
愛
の
程
度
に
よ
り
、

神
へ
の
愛
は
、
神
に
関
す
る
真
知
の
程
度
に
よ
る
。
よ
っ
て
現

世
に
お
け
る
神
と
の
合
一
体
験
の
中
で
神
を
見
る（
知
る
）こ
と
が

多
い
ほ
ど
、
来
世
で
の
見
神
（
神
の
完
全
な
開
示
）
が
容
易
に
な
る

（Iḥyā’, Vol. 4 , 480

）。

　

ガ
ザ
ー
リ
ー
の
神
秘
主
義
的
存
在
論
を
ま
と
め
る
と
、
以
下

の
よ
う
に
な
る
。

一　

二
つ
の
世
界
は
正
反
対
で
あ
る
が
、
対
応
関
係
が
あ
る
。
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二　

そ
の
関
係
が
あ
る
た
め
に
、
神
秘
修
行
に
よ
っ
て
人
間
霊

魂
は
二
つ
の
世
界
を
上
昇
し
、
神
と
合
一
で
き
る
。

三　

神
と
の
合
一
体
験
の
結
果
、
現
世
で
神
を
見
る
こ
と
に
な

り
、
そ
れ
が
来
世
で
の
見
神
に
つ
な
が
る
。

「
結
婚
作
法
の
書
」に
お
け
る
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
婚
姻
論

　
﹁
婚
姻
作
法
の
書
﹂
は
、
婚
姻
の
宗
教
的
、
社
会
的
な
習
慣
や

作
法
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
性
に

関
す
る
言
説
は
多
く
の
研
究
者
の
関
心
を
集
め
て
き
た︵６
︶。
し
か

し
従
来
の
研
究
で
は
﹁
婚
姻
作
法
の
書
﹂
全
体
を
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム

の
視
点
か
ら
詳
細
に
論
じ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
以
下
、

ガ
ザ
ー
リ
ー
の
理
想
と
す
る
婚
姻
生
活
が
い
か
な
る
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
に
関
わ
っ
て
い
る
か

を
検
討
し
た
い
。

　

こ
の
書
は
序
論
、
第
一
章
﹁
婚
姻
の
利
点
と
欠
点
に
つ
い
て
﹂、

第
二
章
﹁
守
ら
れ
る
べ
き
女
性
の
契
約
の
状
態
と
契
約
の
条
件
に

つ
い
て
﹂、
第
三
章
﹁
共
同
生
活
の
規
則
、
婚
姻
継
続
中
に
起
こ

る
こ
と
、
夫
婦
の
義
務
に
つ
い
て
の
考
察
﹂
か
ら
成
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
第
一
章
を
中
心
に
、
夫
が
妻
の
助
け
に
よ
っ
て
婚

姻
生
活
に
お
い
て
享
受
す
る
利
点
に
つ
い
て
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム

の
視
点
か
ら
要
約
し
た
い
。

　

ま
ず
日
常
生
活
に
お
い
て
夫
は
働
き
、
妻
は
家
で
家
事
を
す

る
。
夫
は
家
事
に
わ
ず
ら
わ
さ
れ
ず
、
神
へ
の
崇
拝
に
没
頭
で

き
る
。
よ
っ
て
正
し
い
妻
と
、
神
へ
の
ズ
ィ
ク
ル
（dhikr 

神
に
思

念
を
集
中
し
な
が
ら
短
い
文
言
を
繰
り
返
し
唱
え
る
こ
と︵７
︶）
と
感
謝

（shukr

）
は
結
び
つ
い
て
い
る
（Iḥyā’, Vol. 2 , 50

）。
ズ
ィ
ク
ル
は
、

観
念
（
心
）
の
ズ
ィ
ク
ル
と
口
誦
（
舌
）
の
ズ
ィ
ク
ル
に
分
か
れ
る
。

口
誦
の
ズ
ィ
ク
ル
は
観
念
の
ズ
ィ
ク
ル
を
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ガ
ザ
ー
リ
ー
は
、
口
誦
の
ズ
ィ
ク
ル
、
フ
ィ
ク
ル（fikr

推

論
的
瞑
想
）、ド
ゥ
ア
ー
（du‘ā’  

祈
願
）、ク
ル
ア
ー
ン
読
誦（qirā’ah

）

を
四
行
と
し
て
お
り
、
ズ
ィ
ク
ル
と
他
の
行
を
合
わ
せ
た
修
行

を
行
う
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
（Iḥyā’, Vol. 1 , 521 ; 

中
村1982 , 

78

）。

　

神
へ
の
崇
拝
に
お
い
て
ズ
ィ
ク
ル
は
最
も
重
要
な
行
の
ひ
と

つ
で
あ
り
、
家
事
を
す
る
妻
は
夫
に
ズ
ィ
ク
ル
と
神
に
感
謝
す

る
時
間
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
夫
を
宗
教
的
に
助
け
る
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
、
精
神
的
に
疲
労
す
る
た
め
、
常
に
心
を
集
中

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
妻
と
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
に
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よ
っ
て
魂
を
安
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
ガ
ザ
ー
リ
ー
は
、

心
を
休
め
る
こ
と
は
、
フ
ィ
ク
ル
、
ズ
ィ
ク
ル
、
あ
る
種
の
行

為
に
よ
っ
て
疲
れ
て
い
る
者
に
は
否
定
で
き
な
い
利
益
で
あ
る

と
言
う（Iḥyā’, Vol. 2 , 50

）。

　

性
生
活
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
婚

姻
の
最
大
の
利
益
は
、
合
法
的
な
性
行
為
が
可
能
に
な
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
子
供
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
姦
通
が

防
止
さ
れ
る
。
性
交
は
現
世
に
お
い
て
子
孫
を
残
す
と
い
う
意

味
で
重
要
で
あ
る
が
、
来
世
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
る
。

欲
望
の
中
に
は
、
子
供
を
作
る
こ
と
へ
の
要
因
以
外
に
、

他
の
叡
智（ḥ ikm

ah

）が
あ
る
。
そ
れ
は
、も
し
そ
の（
現
世
的
）

快
楽（ladhdhah

）が
続
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ（
欲
望
）の
満
足

に
お
い
て
、
対
比
さ
れ
得
な
い
ほ
ど
の
快
楽
で
あ
る
。
そ

れ
は
天
国
に
約
束
さ
れ
た
快
楽
を
示
し
て
い
る
。
実
際
に

体
験
で
き
な
い
快
楽
に
（
向
け
て
人
を
）
促
す
こ
と
は
無
益
で

あ
る
。・
・
・
・
現
世
的
快
楽
の
利
益
の
一
つ
は
、
そ
れ
が

天
国
で
も
続
く
よ
う
に
欲
す
る
こ
と
で
あ
り
、
神
へ
の
崇

拝
へ
の
原
動
力
（bā‘ith

）
と
な
る
こ
と
で
あ
る
（Iḥyā’, Vol. 2 , 

45 ;

青
柳 2003 , 54

）。

　

現
世
で
の
性
的
快
楽
は
、
来
世
で
の
快
楽
を
類
推
さ
せ
る
も

の
で
あ
り
、
神
へ
の
崇
拝
へ
の
原
動
力
と
な
る
。
ガ
ザ
ー
リ
ー

に
と
っ
て
、
来
世
で
の
快
楽
つ
ま
り
人
間
の
究
極
の
目
標
は
、

コ
ー
ラ
ン
に
あ
る
感
覚
的
な
天
国
の
喜
び
で
は
な
く
、
神
の
御

顔
を
見
る
こ
と
、
見
神
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
夜
も
昼
も
、

絶
え
間
な
く
ズ
ィ
ク
ル
と
フ
ィ
ク
ル
の
行
に
没
頭
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（Iḥyā’, Vol. 1 , 510

）。
以
上
の
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
婚
姻
論

は
、
性
的
快
楽
を
原
動
力
と
し
て
人
間
霊
魂
の
上
昇
を
目
指
す

修
行
論
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
婚
姻
論
は
、
霊
魂

上
昇
を
可
能
と
す
る
先
に
述
べ
た
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
存
在
論
が
思

想
的
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
章
　
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー

イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
存
在
一
性
論

　

イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
は
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
以
降
の
ス
ー
フ
ィ
ズ

ム
を
代
表
す
る
思
想
家
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
の
ム
ル
シ
ア
に
生

ま
れ
、
北
ア
フ
リ
カ
、
エ
ル
サ
レ
ム
、
メ
ッ
カ
な
ど
を
遍
歴
、
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シ
リ
ア
の
ダ
マ
ス
カ
ス
で
没
し
た
。
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
が
唱

え
た
存
在
一
性
論（w

aḥdat al-w
ujūd

）は
、
神
秘
体
験
に
基
づ
い
て

世
界
を
神
の
流
出
論
的
顕
現
と
見
る
も
の
で
あ
る
。
神
と
世
界

の
隔
絶
性
と
霊
魂
の
上
昇
を
説
く
ガ
ザ
ー
リ
ー
と
は
、
系
列
の

異
な
る
宇
宙
論
で
あ
り
、
後
世
の
存
在
一
性
論
学
派
が
体
系
化

し
た
。

　

存
在
一
性
論
を
体
系
化
し
た
カ
ー
シ
ャ
ー
ニ
ー
（‘A

bd al-

R
azzāq al-Q

āshānī  

一
三
二
九
年
没
）は
、
未
分
化
の
純
粋
な
存
在
で

あ
る
神
が
分
節
化
し
、
自
己
顕
現
し
て
い
く
過
程
を
以
下
の
五

つ
の
世
界
に
ま
と
め
て
い
る
（Iṣṭilāḥāt, 51 –52 ; 89 ; 

東
長 1986 , 50 –

52

）。
一　

絶
対
的
一
性（aḥadīyah

）
─
一
性
の
本
質（dhāt

）そ
の
も
の

の
顕
現
の
場

二　

統
合
的
一
性（w

āḥidīyah

）
─
神
名
の
統
合
の
次
元

三　

ジ
ャ
バ
ル
ー
ト
界（‘ālam

 al-jabarūt

）
─
神
の
名
前
と
属
性

の
世
界

四　

マ
ラ
ク
ー
ト
界

─
不
可
視
界
、
霊
的
世
界
、
象
徴
の
世

界
五　

ム
ル
ク
界

─
現
象
界

　

こ
の
よ
う
に
宇
宙
の
階
層
に
は
五
段
階
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の

諸
段
階
を
経
て
、
神
は
現
象
界
に
自
己
顕
現
す
る
。
神
と
合
一

し
た
頂
点
か
ら
人
間
が
世
界
を
見
る
と
、
世
界
は
存
在
そ
の
も

の
で
あ
る
神
の
顕
現
と
し
て
見
え
て
く
る
。
存
在
一
性
論
は
、

神
と
世
界
の
一
体
性
を
説
く
神
秘
主
義
的
宇
宙
論
な
の
で
あ
る
。

イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
と
同
様
の
思
想
は
イ
ン
ド
の
密
教
に
も
見

ら
れ
る
が
、
同
じ
思
想
が
違
う
地
域
に
お
い
て
、
別
個
に
発
生

す
る
こ
と
は
あ
り
う
る
。
存
在
一
性
論
の
発
生
の
起
源
は
、
イ

ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
が
ス
ペ
イ
ン
生
ま
れ
の
思
想
家
で
あ
る
こ
と

を
考
慮
す
れ
ば
、
密
教
の
影
響
の
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、イ
ン
ド
で
は
、一
二
世
紀
末
か
ら
一
三
世
紀
初
頭
以
降
、

本
格
的
な
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
流
入
が
始
ま
っ
た
（Schim

m
el 1975 , 

345

）。
一
四
世
紀
ま
で
は
古
典
的
な
ス
ー
フ
ィ
ー
の
著
作
が
継
続

的
に
読
ま
れ
て
い
た
が
、
ま
も
な
く
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
著

作
に
対
し
て
多
く
の
注
釈
書
が
書
か
れ
、
存
在
一
性
論
が
普
及

し
た
。
さ
ら
に
一
五
世
紀
末
以
降
は
、
存
在
一
性
論
を
詩
的
に

表
現
し
た
神
秘
主
義
詩
に
よ
っ
て
、
存
在
一
性
論
の
概
念
は
、

ス
ー
フ
ィ
ー
の
理
論
書
を
読
ま
な
い
多
く
の
人
々
に
ま
で
影
響

力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
（Schim

m
el 1975 , 357

）。
イ
ン
ド
に
は
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イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
存
在
一
性
論
や
性
の
議
論
が
受
容
さ
れ

る
思
想
的
基
盤
は
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

次
に
、
こ
の
存
在
一
性
論
と
結
び
付
け
て
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ

ビ
ー
の
性
の
問
題
、
特
に
女
性
観
に
関
す
る
議
論
を
検
討
し
、

ガ
ザ
ー
リ
ー
と
比
較
し
た
い
。

イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
女
性
観

　

イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
は
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
と
同
様
に
性
を
重
視

し
て
い
る
が
、
思
想
的
背
景
で
あ
る
存
在
論
が
異
な
っ
て
い
る

た
め
、
そ
れ
に
伴
う
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
議
論
も
変
容
し

た
。
ま
ず
、イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
主
著﹃
メ
ッ
カ
啓
示（al-Futūḥāt 

al-M
akkīyah

）﹄の
第
一
一
章
に
よ
れ
ば
、
最
初
の
父
で
あ
る
神
と
、

最
初
の
母
で
あ
る
ま
だ
顕
現
し
て
い
な
い
も
の
の
宇
宙
的
婚
姻

に
よ
っ
て
、
神
の
自
己
顕
現
で
あ
る
被
造
物
、
つ
ま
り
宇
宙
が

生
じ
る
。
同
様
に
、
人
間
は
性
的
結
合
に
よ
っ
て
神
の
自
己
顕

現
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
に
お
い
て
、

男
女
の
婚
姻（
結
合
）は
、
聖
霊（
父
）と
四
元
素（
母
）と
の
宇
宙

的
婚
姻
を
反
映
し
て
い
る
た
め
、
人
間
の
性
的
結
合
は
神
の
創

造
行
為
を
模
倣
す
る
こ
と
に
な
る（Futūḥāt, Vol. 1 , 138

）。

　

し
か
し
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
に
お
い
て
、
ス
ー
フ
ィ
ー
に

と
っ
て
性
行
為
の
目
的
は
、
女
性
の
中
に
神
の
聖
霊
を
認
め
、

神
と
の
一
体
性
を
悟
る
こ
と
で
あ
る
（H

offm
an 1995 , 235 –238

）
︵
８
︶。

﹃
叡
智
の
台
座（Fuṣūṣ al-Ḥ

ikam

）﹄の
第
二
七
章
に
は
イ
ブ
ン
・
ア

ラ
ビ
ー
の
女
性
観
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
男
性

は
、
最
も
完
全
な
神
の
顕
現
で
あ
る
女
性
の
中
に
、
神

─
つ

ま
り
自
分
自
身
、
自
分
の
本
質

─
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

神
を
二
つ
の
側
面
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

男
性
が
、
女
性
の
中
に
神（
真
実
在
）を
見
る（shā hada

）と

き
、（
影
響
を
受
け
る
）
受
動
者
（m

unfa‘il

）
の
中
に
神
を
見
て

い
る
の
で
あ
る
。
男
性
が
、
女
性
が
彼
自
身
か
ら
顕
現
し

た
も
の
と
し
て
、
彼
自
身
の
中
に
神
を
見
る
と
き
、
彼
は
、

能
動
者（fā‘il

）の
中
に
神
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
男
性
が
、

彼
自
身
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
に
関
心
を
持
た
ず
に
、
彼
自

身
の
中
に
神
を
見
る
と
き
、
仲
介
な
し
に
（
影
響
を
受
け
る
）

受
動
者
の
中
に
神
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
女
性
の
中
に
神
を
見
る
こ
と
は
、
最
も
完
全
で
完
璧

で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
彼
は
、
神
は
能
動
者
で
あ
り
、
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受
動
者
で
も
あ
る
と
し
て
、
神
を
見
る
か
ら
で
あ
る（Fuṣūṣ, 

Vol. 1 , 217 ; A
ustin 1980 , 275

）。

　

男
性（
ア
ダ
ム
）は
、
自
分（
神
の
顕
現
）の
能
動
性（
イ
ブ
を
生
み
出

し
た
創
造
者
）
と
受
動
性
（
神
の
被
造
物
）
を
自
分
の
中
に
同
時
に
見

ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
女
性（
神
の
顕
現
＝
男
性
＝
創
造
者
、
男
性
か
ら

派
生
し
た
＝
被
造
物
）
の
中
に
自
分
自
身
を
見
る
。
女
性
を
見
る
こ

と
は
、
神
の
能
動
的
側
面
と
受
動
的
側
面
両
方
を
見
る
こ
と
で

あ
る
。
神
と
世
界
は
一
体
で
あ
り
、
性
の
神
秘
的
意
味
は
、
神（
女

性
）
と
世
界
（
男
性
）
の
結
合
の
一
体
感
を
感
じ
る
こ
と
で
あ
る
。

性
的
結
合
に
よ
り
、
神
と
世
界
と
の
一
体
感
を
会
得
す
る
こ
と

が
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
に
お
け
る
性
の
大
き
な
意
義
な
の
で

あ
る
。

ま
と
め

─
ガ
ザ
ー
リ
ー
と
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
比
較

　

ガ
ザ
ー
リ
ー
は
、
存
在
論
に
お
い
て
は
ム
ル
ク
界
と
マ
ラ
ク

ー
ト
界
と
の
対
応
関
係
を
重
視
し
、
人
間
霊
魂
が
二
つ
の
世
界

を
上
昇
し
、
神
と
の
合
一
に
至
る
と
す
る
。
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
記

述
は
、
存
在
論
的
で
あ
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
体
験
的
で
あ
る
。

ガ
ザ
ー
リ
ー
の
関
心
は
神
に
向
か
っ
て
の
人
間
の
前
進
の
過
程

で
あ
っ
て
、
到
達
し
た
時
点
か
ら
の
記
述
、
つ
ま
り
神
的
下
降
・

一
者
の
流
出
論
的
顕
現
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
中

村2002 , 121

）。

　

性
の
議
論
に
お
い
て
は
、
禁
欲
主
義
も
認
め
て
い
る
が
、
一

般
の
修
行
者
を
視
野
に
入
れ
、
欲
望
を
信
仰
の
原
動
力
と
す
る

方
向
に
変
容
し
た
の
で
あ
る
。
性
に
対
す
る
考
え
方
と
神
秘
主

義
的
存
在
論
が
一
体
と
な
っ
た
結
果
、
現
世
で
の
性
的
快
楽
が

来
世
で
の
快
楽

─
究
極
的
に
は
見
神

─
を
類
推
さ
せ
、
性

欲
は
神
秘
修
行
を
中
心
と
す
る
神
へ
の
崇
拝
に
励
む
原
動
力
に

な
る
と
い
う
思
想
を
理
論
化
し
た
。

　

一
方
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
は
存
在
一
性
論
を
思
想
的
背
景

に
持
つ
。
ゆ
え
に
ガ
ザ
ー
リ
ー
と
は
異
な
る
性
の
議
論
を
展
開

し
て
い
る
。
存
在
一
性
論
に
性
の
議
論
を
取
り
入
れ
て
、
女
性

は
完
全
な
神
の
顕
現
で
あ
り
、
女
性
と
の
一
体
性
が
神
と
の
一

体
性
と
重
な
る
と
す
る
。
性
的
結
合
を
、
神
と
世
界（
人
間
）と
の

一
体
性
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ガ
ザ
ー
リ
ー
と
イ
ブ
ン
・

ア
ラ
ビ
ー
は
、
自
ら
の
存
在
論
に
適
合
す
る
形
の
性
の
議
論
を

展
開
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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第
三
章
　
カ
ラ
ダ
ー
ウ
ィ
ー

カ
ラ
ダ
ー
ウ
ィ
ー
の
略
歴
と
研
究
史

　

カ
ラ
ダ
ー
ウ
ィ
ー
は
、
一
九
八
〇
年
以
降
の
ム
ス
リ
ム
同
胞

団
の
中
道
派
を
代
表
す
る
思
想
家
と
し
て
、
ア
ラ
ブ
諸
国
だ
け

で
な
く
世
界
中
の
ム
ス
リ
ム
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
法
学
者

で
あ
り
、
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
で
あ
る
。
一
九

二
六
年
、
エ
ジ
プ
ト
に
生
ま
れ
、
一
九
二
八
年
、
父
の
死
に
よ

り
叔
父
の
住
む
カ
タ
ー
ル
に
移
り
、
幼
少
期
を
過
ご
し
た
。
一

九
四
〇
年
、
ア
ズ
ハ
ル
大
学
入
学
の
た
め
に
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ

ロ
に
戻
っ
た
。
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
と
関
わ
り
、
投
獄
さ
れ
た
経

験
も
あ
る
。
一
九
五
四
年
、
ア
ズ
ハ
ル
大
学
卒
業
、
そ
の
後
ワ

ク
フ
省
や
ア
ズ
ハ
ル
機
構
で
勤
務
し
た
。
現
在
、
カ
タ
ー
ル
大

学
の
シ
ャ
リ
ー
ア
（
イ
ス
ラ
ー
ム
法
）・
イ
ス
ラ
ー
ム
学
学
部
学
部

長
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
フ
ァ
ト
ワ
ー
（
法
学
者
の
回
答
）調
査
協
議
会

会
長
、
国
際
ム
ス
リ
ム
学
者
協
会
会
長
を
務
め
る
（
大
川2007

）。

フ
ァ
ト
ワ
ー
提
供
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
イ
ス
ラ
ー
ム
・
オ
ン
ラ
イ

ン（http://w
w

w.islam
online.net

）の
中
心
的
人
物
で
あ
り
、
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w. qaradaw

i.net

）を
公
開
し
て
い
る
。

　

従
来
の
研
究
に
お
い
て
カ
ラ
ダ
ー
ウ
ィ
ー
は
、
一
九
七
〇
年

代
か
ら
顕
著
に
な
る
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
の
文
脈
で
語
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
。
過
激
な
イ
ス
ラ
ー
ム
急
進
主
義
と
反
イ
ス
ラ
ー
ム

主
義
の
中
道
的
な
立
場
に
つ
い
て
の
研
究
（
小
杉1994 , 136 –155 ; 

小
杉2006 , 287 –304

）、
現
代
の
諸
問
題
に
対
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
的

解
決
に
関
す
る
研
究
（
池
内2002  a

）
お
よ
び
イ
ス
ラ
ー
ム
的
寛
容

に
関
す
る
研
究
（
池
内2002  b

）
が
あ
る
。
ま
た
視
聴
者
の
質
問
等

に
答
え
る
衛
星
放
送
に
よ
る
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
移
民
ム
ス
リ
ム

に
対
す
る
彼
の
見
解
の
影
響
力
に
関
す
る
研
究（R

oald 2001

）も

あ
る
。
し
か
し
婚
姻
論
を
取
り
上
げ
た
り
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
な
ど

の
古
典
思
想
と
比
較
し
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

『
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
る
合
法
と
非
合
法
』に

　
お
け
る
カ
ラ
ダ
ー
ウ
ィ
ー
の
婚
姻
論

　

カ
ラ
ダ
ー
ウ
ィ
ー
の
主
著
﹃
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
る
合
法
と
非

合
法
（al-Ḥ

alāl w
a-al-Ḥ

arām
 fī al-Islām

）︵９
︶﹄は
、
現
代
ム
ス
リ
ム
が

日
常
生
活
を
送
る
上
で
、
ど
の
よ
う
な
行
為
が
イ
ス
ラ
ー
ム
法

で
は
許
さ
れ
て
い
る
も
の
（
ハ
ラ
ー
ルḥalāl

）
な
の
か
、
あ
る
い
は

禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の（
ハ
ラ
ー
ムḥarām

）な
の
か
を
知
る
た
め
の
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実
践
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
。
こ
の
書
の
第
三
章
﹁
婚
姻
と
家

庭
生
活（al-Zaw

āj w
a-Ḥ

ayāt al-U
srah

）に
お
け
る
合
法
と
非
合
法
﹂

の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
10
）。

第
一
節　
﹁
生
理
的
欲
求
﹂

性
と
女
性
に
関
す
る
問
題

─
性
的
衝
動
、
姦
通
の
禁
止
、

女
性
の
服
装
規
定（
後
述
）

第
二
節　
﹁
婚
姻
﹂

イ
ス
ラ
ー
ム
法
に
則
っ
た
婚
姻

─
求
婚
、
婚
姻
障
害
、

一
夫
多
妻

第
三
節　
﹁
夫
婦
関
係
﹂

夫
婦
の
性
的
関
係

第
四
節　
﹁
出
産
計
画（taḥdīd al-nasl

）﹂

家
族
計
画（tanẓīm

 al-nasl

）
─
避
妊
と
中
絶（isqāṭ al-ḥam

l

）

（
後
述
）

第
五
節　
﹁
離
婚
﹂

イ
ス
ラ
ー
ム
法
に
則
っ
た
離
婚
、
待
婚
期
間

第
六
節　
﹁
親
子
関
係
﹂

親
子
間
の
血
縁
関
係
の
重
要
性
、
養
子
縁
組
の
禁
止
、
夫

以
外
の
精
子
を
使
っ
た
人
工
授
精
の
禁
止

　

以
上
の
よ
う
に
カ
ラ
ダ
ー
ウ
ィ
ー
の
婚
姻
論
は
、
来
世
で
の

幸
福
を
目
指
し
た
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
婚
姻
論
の
内
容
を
踏
ま
え
た

上
で
、
現
世
で
生
活
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
重
点
を
置
い
た
実

践
的
な
内
容
で
あ
る
。
ム
ス
リ
ム
は
結
婚
す
べ
き
と
い
う
立
場

に
立
つ
カ
ラ
ダ
ー
ウ
ィ
ー
は
、
妻
子
を
養
う
こ
と
が
負
担
と
な

る
と
い
っ
た
結
婚
の
欠
点
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
複
数

の
妻
を
持
つ
男
性
は
、
毎
晩
一
人
ず
つ
妻
と
夜
を
過
ご
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
規
則
な
ど
、
一
夫
多
妻
を
必
要
と
す
る

状
況
で
は
な
い
現
代
に
お
い
て
は
、
あ
ま
り
重
要
で
は
な
い
問

題
は
取
り
上
げ
ず
、
女
性
隔
離
や
ヴ
ェ
ー
ル
着
用
に
関
す
る
﹁
女

性
問
題
﹂や
性
の
問
題
お
よ
び
生
命
倫
理
に
関
す
る﹁
家
族
計
画
﹂

と
い
っ
た
問
題
を
大
き
く
扱
っ
て
い
る
。

女
性
問
題
と
家
族
計
画

　

カ
ラ
ダ
ー
ウ
ィ
ー
が
取
り
上
げ
て
い
る
上
記
の
六
つ
の
テ
ー

マ
は
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
に
よ
っ
て
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
現
代

に
お
い
て
重
要
で
あ
り
、
か
つ
ガ
ザ
ー
リ
ー
が
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
二
つ
の
テ
ー
マ
（
女
性
問
題
と
家
族
計
画
）
に
つ
い
て
、

ガ
ザ
ー
リ
ー
と
カ
ラ
ダ
ー
ウ
ィ
ー
を
比
較
し
た
い
。
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ま
ず
女
性
問
題
に
つ
い
て
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
に
よ
れ
ば
、
女
性

を
家
の
中
に
隔
離
す
る
の
は
、
夫
の
嫉
妬
を
防
ぐ
た
め
で
あ
り
、

女
性
は
夫
の
許
可
な
し
に
外
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（Iḥyā’, 

Vol. 2 , 74 –75

）。
女
性
は
家
に
い
る
方
が
望
ま
し
い
が
、
重
要
な

用
事
が
あ
る
と
き
に
は
夫
の
許
可
を
得
て
、
外
出
が
許
さ
れ
る
。

そ
の
際
は
ヴ
ェ
ー
ル
を
着
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（Iḥyā’, 

Vol. 2 , 75

）。
カ
ラ
ダ
ー
ウ
ィ
ー
に
よ
れ
ば
、
女
性
は
肌
を
露
出

し
て
は
い
け
な
い
が
、
顔
と
手
を
あ
ら
わ
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
寡
婦
が
子
供
を
養
い
、
ま
た
貧
し
い
夫

を
支
援
す
る
た
め
に
働
く
こ
と
が
困
難
に
な
る（Ḥ

alāl, 141

）。

　

次
に
家
族
計
画
に
つ
い
て
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
に
よ
れ
ば
、
性
交

中
断（
避
妊
）に
つ
い
て
、
法
学
者
の
間
で
は
見
解
が
分
か
れ
て
い

る
が
、
我
々
の
考
え
で
は
、
正
し
い
の
は
、
そ
れ
は
許
容
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（Iḥyā’, Vol. 2 , 81

）。
と
い
う
の
は
、
母
胎

内
に
は
何
も
存
在
し
て
い
な
い
た
め
性
交
中
断
は
犯
罪
に
は
な

ら
な
い
が
、
中
絶
は
す
で
に
存
在
す
る
も
の
に
対
す
る
犯
罪
だ

か
ら
で
あ
る
。
も
し
精
子
が
子
宮
に
着
床
し
、
さ
ら
に
そ
れ
が

胎
児
や
凝
血
に
な
っ
た
ら
犯
罪
は
よ
り
深
刻
に
な
る
。
も
し
こ

れ
に
霊
が
吹
き
込
ま
れ
、
被
造
物
が
成
熟
し
た
ら
犯
罪
の
深
刻

さ
は
増
加
す
る
。
生
ま
れ
た
後
な
ら
、
最
も
深
刻
な
犯
罪
に
な

る
（Iḥyā’, Vol. 2 , 82

）。
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
主
張
は
、﹁
避
妊
は
許
容

さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
中
絶
と
嬰
児
殺
し
と
は
異
な
る
か

ら
で
あ
る
﹂
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
中
絶
を
犯
罪
で
あ
り
、
従
っ

て
ハ
ラ
ー
ム（ḥarām

 

禁
じ
ら
れ
た
行
為
）と
し
て
い
る
が
、
中
絶
に

関
し
て
は
こ
れ
以
上
詳
し
く
論
じ
て
い
な
い
（
11
）。

　

一
方
カ
ラ
ダ
ー
ウ
ィ
ー
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
れ
ば
避
妊
は

ハ
ラ
ー
ル（ḥalāl 

許
さ
れ
る
行
為
）と
す
る
。
ガ
ザ
ー
リ
ー
の﹁
避
妊

は
ハ
ラ
ー
ル
、
中
絶
は
妊
娠
初
期
か
ら
ハ
ラ
ー
ム
﹂
と
す
る
議
論

に
賛
成
し
、
先
に
述
べ
た
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
性
交
中
断
反
対
者
へ

の
反
論
を
引
用
す
る
（Ḥ

alāl, 179

）。
さ
ら
に
﹁
胎
児
に
魂
が
吹
き

込
ま
れ
た
後
（
一
二
〇
日
以
降
）
の
中
絶
は
ハ
ラ
ー
ム
で
あ
る
が
、

母
親
の
命
に
危
険
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
後
だ
と
し
て
も
、
例

外
的
に
中
絶
が
行
わ
れ
る
﹂
と
す
る
現
代
の
法
学
者
の
一
致
し
た

見
解
を
支
持
し
て
い
る（Ḥ

alāl, 178 –179

）。

　

一
二
〇
日
以
前
の
中
絶
に
つ
い
て
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン
に
お
け
る
カ
ラ
ダ
ー
ウ
ィ
ー

の
回
答（
フ
ァ
ト
ワ
ー
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
に
再
掲
載
）
を

参
照
し
た
。
妊
娠
初
期
か
ら
中
絶
は
禁
止
で
あ
る
が
、
不
許
可
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の
程
度
は
最
初
の
四
〇
日
以
内
で
あ
れ
ば
少
な
く
、
容
認
で
き

る
理
由
が
あ
れ
ば
許
可
さ
れ
る
。
さ
ら
に
四
〇
日
以
降
に
な
る

と
不
許
可
の
程
度
が
大
き
く
な
り
、
や
む
を
え
な
い
理
由
が
あ

る
場
合
の
み
中
絶
が
許
可
さ
れ
る
。
そ
し
て
一
二
〇
日
を
過
ぎ

た
場
合
、
母
親
の
命
を
救
う
た
め
以
外
は
、
胎
児
の
中
絶
は
絶

対
に
禁
止
で
あ
る（http://infad.usim

.edu.m
y/m

odules.php?op=m
odl

oad&
nam

e=N
ew

s&
file=article&

sid=10777

　

二
〇
一
〇
年
一
一
月
二

日
ア
ク
セ
ス
）。

ま
と
め

─
ガ
ザ
ー
リ
ー
と
カ
ラ
ダ
ー
ウ
ィ
ー
の
比
較

　

女
性
問
題
に
つ
い
て
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
は
女
性
隔
離
を
説
く
保

守
的
立
場
で
あ
る
が
、
カ
ラ
ダ
ー
ウ
ィ
ー
は
働
い
て
収
入
を
得

る
必
要
の
あ
る
女
性
が
、
服
装
な
ど
に
気
を
つ
け
れ
ば
外
で
働

く
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
こ
れ
は
現
代
に
お
い
て
、
女
性
が

教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
就
職
先
が

増
え
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
家
族
計
画
に
つ
い
て
は
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
は
、
避
妊
は
認

め
た
が
中
絶
は
認
め
な
い
。
ま
た
中
絶
に
関
す
る
議
論
は
あ
ま

り
詳
し
く
論
じ
て
い
な
い
。
カ
ラ
ダ
ー
ウ
ィ
ー
は
、
現
代
ム
ス

リ
ム
の
中
絶
に
関
す
る
悩
み
に
答
え
る
形
で
、
母
親
が
死
亡
す

る
危
険
が
あ
る
場
合
に
は
中
絶
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
エ

ジ
プ
ト
な
ど
多
く
の
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
に
お
け
る
人
口
爆
発
と

い
う
背
景
も
考
え
ら
れ
る
。

　

カ
ラ
ダ
ー
ウ
ィ
ー
は
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
婚
姻
論
と
共
通
す
る

部
分

─
姦
通
の
禁
止
、
婚
姻
契
約
、
離
婚
の
方
法
、
女
性
の

振
る
舞
い
方

─
も
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
現
代
社
会
の
要
請

に
応
じ
て
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
議
論
と
は
異
な
る
見
解
や
、
そ
れ
を

補
足
す
る
見
解
を
述
べ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　

ガ
ザ
ー
リ
ー
は
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史
上
、
と
く
に
幅
広
い
テ

ー
マ
を
取
り
上
げ
て
い
る
独
創
的
な
思
想
家
で
あ
る
。
彼
は
ス

ー
フ
ィ
ー
で
も
あ
り
、
法
学
者
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ガ

ザ
ー
リ
ー
を
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
思
想
史
の
中
で
考
察
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
し
、
ま
た
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
と
は
無
関
係
な
法
学

な
ど
の
議
論
の
中
で
論
じ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
ガ
ザ
ー
リ

ー
の
広
範
な
分
野
に
及
ぶ
記
述
は
、
古
典
時
代
は
も
ち
ろ
ん
、

現
代
に
お
い
て
も
多
く
の
ム
ス
リ
ム
思
想
家
に
よ
っ
て
参
照
さ
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れ
て
い
る
。
そ
し
て
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
思
想
は
受
容
さ
れ
、
ま
た

批
判
さ
れ
な
が
ら
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
ガ
ザ
ー
リ
ー

の
思
想
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史
の
中
で
一
定
の
基
準
と
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
は
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
思
想
の
中
で
も
婚
姻

に
関
す
る
議
論
に
焦
点
を
当
て
、
古
典
時
代
の
ス
ー
フ
ィ
ー
、

イ
ブ
ン･

ア
ラ
ビ
ー
と
、
現
代
の
法
学
者
、
カ
ラ
ダ
ー
ウ
ィ
ー
と

比
較
し
た
。
本
稿
は
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
婚
姻
論
を
軸
と
し
て
、

古
典
時
代
と
現
代
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
の
展
開
お
よ
び

多
様
性
を
明
ら
か
に
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
＊
本
稿
は
、
第
五
回
イ
ス
ラ
ー
ム
・
レ
ク
チ
ャ
ー
（
平
成
二
一
年

一
〇
月
三
〇
日
、
於
：
東
洋
哲
学
研
究
所
）に
お
け
る
発
表
に
加
筆
修

正
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
平
成
二
一
～
二
二
年
度
科
学
研
究

費
補
助
金
（
若
手
研
究
（
Ｂ
）
課
題
番
号
二
一
七
二
〇
〇
二
二
）、
平
成

二
二
年
度
新
潟
大
学
人
文
社
会
・
教
育
科
学
系
研
究
支
援
経
費

（
学
系
奨
励
研
究
）
お
よ
び
平
成
二
二
年
度
新
潟
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
経
費（
奨
励
研
究
）に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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る
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ス
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姻
論

─
ガ
ザ

ー
リ
ー
の
﹁
婚
姻
作
法
の
書
﹂
訳
注
・
解
説
﹄
東
京
外
国
語
大
学

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所

青
柳
か
お
る2005  a ﹃
イ
ス
ラ
ー
ム
の
世
界
観

─
ガ
ザ
ー
リ
ー
と
ラ

ー
ズ
ィ
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﹄明
石
書
店

青
柳
か
お
る2005  b ﹁
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婚
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論

─
ス
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ム
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﹂﹃
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リ
エ
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ト
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47
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２
号
、120‒135 .

青
柳
か
お
る2005  c ﹁
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
修
行
論
に
お
け
る
性
の
問
題

─
神
秘
主
義
的
宇
宙
論
と
の
関
係
を
中
心
に
﹂﹃
宗
教
研
究
﹄

３
４
６
号
、95⊖116 .
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青
柳
か
お
る2007  ﹁
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
か
ら
み
た
結
婚
と
性
の
問
題
﹂﹃
多

民
族
社
会
に
お
け
る
宗
教
と
文
化
﹄（
宮
城
学
院
女
子
大
学
キ

リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
）第
10
号
、1⊖23

（
資
料24⊖33

）.
青
柳
か
お
る2008  ﹁
古
典
時
代
と
現
代
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
婚
姻

論
比
較
研
究

─
ガ
ザ
ー
リ
ー
と
カ
ラ
ダ
ー
ウ
ィ
ー
﹂﹃
史
潮
﹄

第
63
号
、64⊖81 .

青
柳
か
お
る2010  ﹁
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
に
お
け
る
修
行
と
身
体
﹂栗
原
隆
・

辻
元
早
苗
・
矢
萩
喜
従
郎
編﹃
空
間
と
形
に
感
応
す
る
身
体
﹄東

北
大
学
出
版
会
、115⊖142 .

ア
ル
カ
ラ
ダ
ー
ウ
ィ
ー
（
遠
藤
利
夫
訳
）2005  ﹁﹃
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お

け
る
合
法
（
ハ
ラ
ー
ル
）
と
非
合
法
（
ハ
ラ
ー
ム
）﹄
抄
訳
（
一
）﹂

﹃
シ
ャ
リ
ー
ア
研
究
﹄、
拓
殖
大
学
海
外
事
情
研
究
所
、
イ
ス
ラ

ー
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
、
第
２
号
、159⊖183 .

ア
ル
カ
ラ
ダ
ー
ウ
ィ
ー
（
遠
藤
利
夫
訳
）2006  ﹁﹃
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お

け
る
合
法
（
ハ
ラ
ー
ル
）
と
非
合
法
（
ハ
ラ
ー
ム
）﹄
抄
訳
（
二
）﹂

﹃
シ
ャ
リ
ー
ア
研
究
﹄、
拓
殖
大
学
海
外
事
情
研
究
所
、
イ
ス
ラ

ー
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
、
第
３
号
、97⊖142 .

池
内
恵2002  a ﹃
現
代
ア
ラ
ブ
の
社
会
思
想

─
終
末
論
と
イ
ス
ラ
ー

ム
主
義
﹄講
談
社
、
講
談
社
現
代
新
書

池
内
恵2002  b ﹁﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
的
共
存
﹂
の
可
能
性
と
限
界

─
Ｙ
・

カ
ラ
ダ
ー
ウ
ィ
ー
の
﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
的
寛
容
﹂
論
﹂﹃
現
代
宗
教

（
特
集　

宗
教
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
・
暴
力
）﹄東
京
堂
出
版
、

71⊖100 .

大
川
玲
子2007  ﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
聖
典
観

─
現
代
の
若
者
た
ち

に
と
っ
て
の
﹁
ク
ル
ア
ー
ン
（
コ
ー
ラ
ン
）﹂﹂﹃
国
際
学
研
究
﹄、

明
治
学
院
大
学
、
第
31
号
、33⊖54 .

ガ
ザ
ー
リ
ー
（
中
村
廣
治
郎
訳
）2003  ﹃
誤
り
か
ら
救
う
も
の

─
中

世
イ
ス
ラ
ム
知
識
人
の
自
伝
﹄筑
摩
書
房
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫

小
杉
泰1994  ﹃
現
代
中
東
と
イ
ス
ラ
ー
ム
政
治
﹄昭
和
堂

小
杉
泰2006  ﹃
現
代
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
論
﹄名
古
屋
大
学
出
版
会

東
長
靖1986  ﹁
存
在
一
性
論
学
派
の
顕
現
説
に
お
け
る﹁
ア
ッ
ラ
ー
﹂の

位
階

─
カ
ー
シ
ャ
ー
ニ
ー
と
ジ
ー
リ
ー
を
中
心
と
し
て
﹂﹃
オ

リ
エ
ン
ト
﹄第
29
巻
第
２
号
、48⊖64 .

中
村
廣
治
郎1982  ﹃
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
祈
禱
論

─
イ
ス
ラ
ム
神
秘
主
義

に
お
け
る
修
行
﹄大
明
堂

中
村
廣
治
郎2002  ﹃
イ
ス
ラ
ム
の
宗
教
思
想

─
ガ
ザ
ー
リ
ー
と
そ
の

周
辺
﹄岩
波
書
店

中
村
廣
治
郎 2006  ﹁﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
﹂
と
は
何
か

─
そ
の
多
様
性
を

考
え
る
﹂﹃
東
京
大
学
宗
教
学
年
報
﹄第
26
号
、1⊖11 .

マ
ル
ク
ス
、キ
ン
ガ（
桜
井
啓
子
訳
）1995  ﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
と
女
性
﹂﹃
講

座
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界　

四

─
イ
ス
ラ
ー
ム
の
思
考
回
路
﹄
栄

光
教
育
文
化
研
究
所
、309⊖364 .

A
oyagi, K

. 2005. “A
l-G

hazālī and M
arriage from

 the V
iew

point of 
Sufism

,” O
rient: Reports of the Society for N

ear Eastern 
Studies in Japan, 40, 2005, 124-139.

A
oyagi, K

.2006 a. “Spiritual B
eings of Fakhr al-D

īn al-R
āzī’s C

os-
m

ology, w
ith Special R

eference to H
is Interpretation of the  

M
i‘rāj,” O

rient: Reports of the Society for N
ear Eastern 

Studies in Japan, 41, 2006, 145- 161.
A

oyagi, K
.2006 b. “Transition of V

iew
s on Sexuality in Sufism

: 



119

「東洋学術研究」第49巻第２号

イスラームの婚姻論比較研究

A
l-M

akkī, al-G
hazālī, and Ibn al-‘A

rabī,” Annals of Japan 
Association for M

iddle East Studies

（﹃
日
本
中
東
学
会
年

報
﹄）, 22-1, 2006, 1-25.

A
tighetchi, D

. 2007. Islam
ic Bioethics: Problem

s and Perspec-
tives, [D

ordrecht]: Springer.
A

ustin, R
.W

.J. (trans.) 1980.  The Bezels of W
isdom

, N
ew

 Jersey.
B

auer, H
. (trans.) 1917. Von der Ehe: D

as 12. Buch von Al-Ġ
azālī’s 

H
auptw

erk, H
alle.

B
ercher, L. and G

.-H
. B

ousquet (trans.) 1989. Le livre des bons us-
ages en m

atière de m
arriage: Extrait de l’Ihya’ ‘O

uloûm
 ed-

D
în ou: Vivification des sciences de la foi, R

eprint of 1953 
ed., Paris.

B
rockopp, J.E. (ed.) 2003. Islam

ic Ethics of Life: Abortion, W
ar, 

and Euthanasia, C
olum

bia, S.C
.: U

niversity of South C
aro-

lina Press.
B

rockopp, J.E. and T. Eich (ed) 2008. M
uslim

 M
edical Ethics: 

From
 Theory to Practice, C

olum
bia, S.C

.: U
niversity of 

South C
arolina Press.

D
avidson, A

.H
. 1992. Alfarabi, Avicenna, Averroes, on Intellect: 

Their C
osm

ologies, Theories of the Active Intellect, and 
Theories of H

um
an Intellect, N

ew
 York / O

xford.
Elias, J. 1988. “Fem

ale and Fem
inine in Islam

ic M
ysticism

,” The 
M

uslim
 W

orld, 78, 209-224.
Farah, M

. (trans.) 1984. M
arriage and Sexuality in Islam

: A Trans-
lation of al-G

hazālī’s Book on the Etiquette of M
arriage 

from
 the Iḥyā’, Salt Lake C

ity.
G

riffel, F.  2009. Al-G
hazālī’s Philosophical Theology, O

xford: 
O

xford U
niversity Press.

Frank, R
.M

. 1994. Al-G
hazali and the Ash‘arite School, D

urham
 / 

London.
H

am
m

ad, A
hm

ad Zaki (translation review
) 1999. The Law

ful and 
the Prohibited in Islam

, Plainfield, Indiana: A
m

erican Trust 
Publications.

H
offm

an, V. J.  1995.  Sufism
, M

ystics, and Saints in M
odern Egypt, 

C
olum

bia, S.C
.

M
arm

ura, M
.E. 1995. “G

hazālian C
auses and Interm

ediaries,” 
Journal of the Am

erican O
riental Society,115, 89-100. 

M
urata, S.  1992. The Tao of Islam

: A Sourcebook on G
ender Rela-

tionship in Islam
ic Thought, A

lbany.
N

akam
ura, K

. (trans.) 1990. Invocations and Supplications, C
am

-
bridge: The Islam

ic Texts Society.
N

akam
ura, K

.1994. “Im
ām

G
hazālī’s C

osm
ology R

econsidered 
w

ith Special R
eference to the C

oncept of Jabarūt,” Studia 
Islam

ica, 80, 29-46.
O

m
ran, A

bdel R
ahim

 1992. Fam
ily Planning in the Legacy of Is-

lam
, London / N

ew
 York: R

outledge. 
R

ispler-C
haim

, V. 1993. Islam
ic M

edical Ethics in the Tw
entieth 

C
entury, Leiden: E.J. B

rill.
R

oald, A
.S. 2001. “The W

ise M
en: D

em
ocratization and G

ender 
Equalization in the Islam

ic M
essage: Y

ūsuf al-Q
araḍāw

ī and 



120

A
ḥm

ad al-K
ubaisī on the A

ir,” Encounters: Journal of Inter-
C

ultural Perspectives, 7 (1), 29-55.
Sachedina, A

.A
.A

. 2009. Islam
ic Biom

edical Ethics: Principles 
and Application, O

xford: O
xford U

niversity Press.
Schim

m
el, A

. 1975. M
ystical D

im
ensions of Islam

, C
hapel H

ill.
Schim

m
el, A

. 1979. “Eros—
H

eavenly and N
ot So H

eavenly—
 in 

Sufi Literature and Life,” in A
.L. al-Sayyid-M

arsot (ed.), So-
ciety and the Sexes in M

edieval Islam
, M

alibu, 119-141.
Schim

m
el, A

. 2003. “W
om

en in M
ystical Islam

,” in S.T. B
ryan 

(ed.), Islam
, G

ender and the Fam
ily, London, 145-153.

W
att, W

.M
. 1949.  “A

 Forgery in al-G
hazālī’s M

ishkāt?,” Journal 
of the Royal Asiatic Society, 5-22. 

注（
１
）
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
中
村1982 , 1⊖25

参
照
。

自
伝
﹃
誤
り
か
ら
救
う
も
の
（al-M
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ザ
ー
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﹂
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受
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あ
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。
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⊖
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ザ
ー
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ザ
ー
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ザ
ー
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ザ
ー
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受
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が
あ
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問
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ザ
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入
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﹃
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ザ
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。
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